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インと統計学的手法に基づいており妥当なものである。    
研究結果として，興味深い以下の知見を導いている． 
1．市販および試作レジンブロックのいずれでも無機フィラー含有量と表面硬さとの間には
強い正の相関が認められた． 
2．市販レジンブロックでは，無機フィラー含有量と曲げ強さとの間には有意な相関は認め
られなかった．一方，同一組成である試作レジンブロックでは、無機フィラー含有量と
曲げ強さとの間には高い正の相関を示し，かつ、無機フィラー含有量の増加により曲げ
強さの向上が認められた． 
3．市販および試作レジンブロックのいずれでも無機フィラー含有量と摩耗量は強い負の相
関が認められた． 
4．試作レジンブロックは，無機フィラー含有量の減少によって経時的に易着色性を示した． 
また、本知見に対する考察は、先行研究をベースに論理的に展開され臨床的に十分に理
解できる内容で有り、本研究の考察として妥当なものである。 
本審査委員会では、全ての教育課程を修了し、教育理念に相応しい成果が認められ、高度
専門職としての豊かな学識を有すると判定されたことから、申請者が博士（歯学）に値す
るものと認めた． 
